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市議会だより
たつの



専決処分による補正予算の内容

専決日 補正額 補正後の予算総額

令和７年度一般会計
補正予算（第４号）
令和７年１０月６日

1億418万2千円 454億4,759万4千円

令和７年

臨時会
11月

会期／
11月13日
１日間

臨時会でこのようなことが決まりました

　

物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
た
生
活
者

や
事
業
者
の
支
援
を
通
じ
て
地
方
創
生

を
図
る
経
費
等
に
つ
い
て
、
緊
急
を
要

す
る
た
め
、
補
正
予
算
の
専
決
処
分
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

同
意
案
件

選
挙
管
理
委
員

選
挙

専
決
処
分

臨時会で可決した議案

市長提出議案

同意案件	 ３件

【
委
員
】

松
本  

有
史  

氏
（
誉
田
町
福
田
）

糸
数  

茂
美  

氏
（
新
宮
町
佐
野
）

武
本  

一
秀  

氏
（
揖
保
川
町
市
場
）

中
岡  　
清  

氏
（
御
津
町
釜
屋
）

【
補
充
員
】

福
井  
廣
吉  

氏
（
新
宮
町
新
宮
）

堀
本  

和
秀  
氏
（
揖
保
川
町
本
條
）

髙
部  

修
一  
氏
（
御
津
町
中
島
）

前
田  

俊
幸  

氏
（
龍
野
町
大
道
）

　
本
市
か
ら
２
名
、
揖
保
郡
太
子
町

か
ら
1
名
選
出
さ
れ
て
い
る
揖
龍
公

平
委
員
会
委
員
の
う
ち
、
本
市
選
出

の
委
員
の
任
期
が
11
月
17
日
を
も
っ

て
満
了
と
な
る
た
め
、
引
き
続
き
選

任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

【
再
任
】

小
河  

博
信  

氏
（
揖
保
町
栄
）

　
市
の
財
務
に
関
す
る
事
務
の
執
行
及

び
経
営
に
係
る
事
業
の
管
理
等
を
監
査

す
る
委
員
の
任
期
が
11
月
16
日
を
も
っ

て
満
了
と
な
る
た
め
、
そ
の
後
任
の
選

任
に
つ
い
て
同
意
し
ま
し
た
。

【
新
任
】

菅
本  

吉
明  

氏
（
神
岡
町
大
住
寺
）

　
本
市
教
育
委
員
会
委
員
４
名

の
う
ち
、
１
名
の
任
期
が
11
月

17
日
を
も
っ
て
満
了
と
な
る
た

め
、
そ
の
後
任
の
任
命
に
つ
い

て
同
意
し
ま
し
た
。

【
新
任
】

大
西  

由
香
里   

氏

　
　
　
　

（
姫
路
市
下
手
野
）

た
つ
の
市
選
挙
管
理
委
員

及
び
同
補
充
員
を
選
出

揖
龍
公
平
委
員
会
委
員

の
選
任
に
同
意

た
つ
の
市
監
査
委
員
の

選
任
に
同
意

た
つ
の
市
教
育
委

員
会
委
員
の
任
命

に
同
意
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同意案件	 ２件
条例改正	 ２件
補正予算	 ７件
その他	 ３件

意見書	 2件

令和７年度各会計別補正予算の内容

会計名 補正額 補正後の予算総額

一般会計 7億4,542万8千円 461億9,302万2千円

国民健康保険事業
特別会計 534万4千円 82億 483万5千円

後期高齢者医療事
業特別会計 412万5千円 14億7,043万3千円

介護保険事業特別
会計 △181万4千円 70億6,915万1千円

下水道事業会計 50万9千円 49億6,914万6千円

令和7年

定例会
12月

会期／
12月4日〜12月24日 
21日間

　今回の補正は、国・県補助金等の精算に伴う返還金の計上や補助
事業採択に伴う事業費の追加など、緊急やむを得ない事情により
補正を必要とするもので、一般会計で総額7億4,542万8千円の
補正予算を可決しました。

●景観形成施設管理運営事業‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 92万1千円
　老朽化している旧脇坂屋敷東部棟の床修繕を行うための修繕料を
追加します。

●がんばる児童・生徒応援事業‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 281万円
　部活動の地域移行に向けた実証事業を実施します。

●図書館システム改修事業‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 49万3千円
　マイナンバーカードと連携した図書貸出システムの改修を行います。

定例会でこのようなことが決まりました

補正予算を可決

定例会で可決した議案

市長提出議案

委員会提出

補
正
予
算
は
、
予
算
決
算
特
別
委
員
会
の

各
分
科
会
で
審
査
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で

は
、

橙
文
字
　
福
祉
文
教
分
科
会

青
文
字
　
経
済
建
設
分
科
会

で
の
主
な
質
疑
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

生
活
保
護
事
業

	

生
活
保
護
の
被
保
護
世
帯
は
ど
れ

く
ら
い
増
加
し
て
い
る
の
か
。

	

令
和
６
年
９
月
時
点
が
395
世
帯
に

対
し
て
、
令
和
７
年
９
月
時
点
が
405
世

帯
と
な
っ
て
お
り
、
10
世
帯
の
増
加
と

な
っ
て
い
る
。

障
害
児
通
所
支
援
給
付
費

	

利
用
者
の
増
加
状
況
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
。

	

就
労
継
続
支
援（
Ｂ
型
）の
利
用
者

に
つ
い
て
、
当
初
予
算
時
よ
り
69
名
増

加
し
て
い
る
。

健
康
増
進
事
業

	

備
品
購
入
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

な
も
の
を
購
入
す
る
の
か
。

	

医
療
用
血
圧
計
を
５
台
購
入
し
、

本
庁
、
各
総
合
支
所
及
び
は
つ
ら
つ

セ
ン
タ
ー
に
配
置
す
る
予
定
で
あ
る
。

03 102



図
書
館
シ
ス
テ
ム
改
修
事
業

	
実
施
時
期
は
い
つ
頃
に
な
る
の

か
。	

令
和
８
年
２
月
末
ま
で
に
改
修
の

必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
１
月
又
は
２

月
に
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

景
観
形
成
施
設
管
理
運
営
事
業

	

新
た
に
修
繕
を
行
う
こ
と
に
な
り

補
正
す
る
の
か
。
当
初
予
定
し
て
い
た

修
繕
を
行
う
過
程
で
、
床
を
剥
が
し
て

良
く
な
い
状
態
で
あ
る
こ
と
が
分
か

り
補
正
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
。

	

床
の
修
繕
に
つ
い
て
は
当
初
予
定

と
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
床
の
沈
下
が

激
し
く
な
っ
た
た
め
業
者
に
確
認
し
て

も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
床
の
張
り
替
え
が

必
要
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
、
補
正

と
な
っ
た
。

水
産
業
振
興
事
業

	

ど
の
よ
う
な
藻
場
再
生
事
業
を
考

え
て
い
る
の
か
。

	

海
底
耕
運
や
ワ
カ
メ
や
海
藻
の
種

を
吹
き
付
け
た
25
セ
ン
チ
四
方
の
セ
ラ

ポ
ラ
キ
ュ
ー
ブ
を
50
セ
ン
チ
四
方
の
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
上
に
付
け
、
海
底
に
投

入
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

た
つ
の
市
特
定
教
育
・
保
育

施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育

事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　

児
童
福
祉
法
等
の
改
正
に
よ
り
、
令

和
８
年
度
か
ら
実
施
す
る
、
通
称
「
こ

ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」
に
つ
い
て
、

運
営
に
関
す
る
基
準
を
条
例
で
定
め
る

必
要
が
あ
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行

い
ま
す
。

	

令
和
８
年
度
か
ら
実
施
予
定
の
特

定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
に
つ
い
て
、

市
内
の
対
象
施
設
は
何
か
所
あ
る
の

か
。	

市
内
の
私
立
園
11
園
か
ら
認
可
申

請
が
あ
り
、
手
続
き
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

◦
事
業
継
続
へ
の
強
力
な
財
政
支
援

◦
原
因
究
明
と
事
業
者
へ
の
周
知
、

ま
た
、
被
害
防
止
、
養
殖
マ
ガ
キ
・

種
ガ
キ
の
安
定
供
給
の
対
策

◦
従
事
者
の
雇
用
継
続
、
生
活
維
持

の
た
め
支
援
制
度
の
構
築

◦
正
確
か
つ
迅
速
な
情
報
発
信

Ｊ
Ｒ
ロ
ー
カ
ル
線
の
維
持
に

向
け
た
国
の
積
極
的
関
与
と

支
援
措
置
を
求
め
る
意
見
書

　

社
会
情
勢
の
変
化
に
伴
い
、
利
用
の

少
な
い
ロ
ー
カ
ル
線
の
維
持
と
持
続
可

能
性
の
両
立
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
鉄
道
の
あ
り
方
は
、
自
治

体
や
鉄
道
事
業
者
任
せ
に
す
る
の
で
は

な
く
、
国
が
責
任
を
持
っ
て
取
り
組
む

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

Ｊ
Ｒ
ロ
ー
カ
ル
線
の
維
持
に
向
け
、

国
に
よ
る
積
極
的
な
関
与
と
必
要
な
支

援
措
置
を
強
く
要
望
す
る
た
め
、
意
見

書
を
提
出
し
ま
し
た
。

※
要
約
は
左
記
の
と
お
り

◦
国
土
の
均
衡
あ
る
発
展
に
必
要
な

路
線
の
維
持

◦
安
易
な
減
便
に
つ
い
て
の
指
導
、

利
便
性
向
上
の
取
組
へ
の
支
援

◦
自
治
体
の
意
向
の
尊
重
及
び
Ｊ
Ｒ

各
社
に
対
す
る
厳
格
な
指
導

◦
現
状
に
合
っ
た
必
要
な
見
直
し
の

実
施
及
び
一
部
の
自
治
体
の
み
が

負
担
を
強
い
ら
れ
な
い
公
平
な
制

度
構
築

条
例
を
制
定

意
見
書
を
提
出

意見書の詳細は、
下記ＱＲコード
からご確認くだ
さい。

養
殖
マ
ガ
キ
の
大
量
へ
い
死

に
伴
う
緊
急
支
援
に
関
す
る

意
見
書

　

令
和
７
年
10
月
以
降
、
本
市
岩
見
漁

業
協
同
組
合
及
び
室
津
漁
業
協
同
組

合
の
養
殖
マ
ガ
キ
の
約
９
割
が
へ
い
死

し
、
養
殖
マ
ガ
キ
事
業
者
の
生
活
基
盤

と
地
域
経
済
を
根
底
か
ら
揺
る
が
す

危
機
的
状
況
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
国
や
県
に
対
し
、
意
見
書
を
提
出

し
ま
し
た
。

※
要
約
は
左
記
の
と
お
り

▲ 旧脇坂屋敷
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12月定例会令和7年  第７回 

議案等の名称 議案の説明

市  

長  

提  

出

同
意

人権擁護委員候補者推薦の意見を求めることについて 5ページのとおり

人権擁護委員候補者推薦の意見を求めることについて 5ページのとおり

条
例

たつの市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準
を定める条例の一部を改正する条例制定について 4ページのとおり

たつの市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例制定について
民間給与との格差解消のため、国家公務員の
給与制度を規定する法律が改正されたことに
伴い、国と同様の給与制度とするため、関係
する条例について所要の改正を行うもの

そ
の
他

財産の取得の変更について 5ページのとおり

損害賠償額の決定及び損害賠償請求に関する和解について
本市職員が業務中に発生させた物損事故の賠
償をするとともに、相手方と和解するもの
損害賠償額：155万2,100円

工事請負契約について 5ページのとおり

補
正
予
算

令和７年度たつの市一般会計補正予算（第５号） 3、4ページのとおり

令和７年度たつの市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 3ページのとおり

令和７年度たつの市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号） 3ページのとおり

令和７年度たつの市一般会計補正予算（第６号） 3ページのとおり

令和７年度たつの市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） 3ページのとおり

令和７年度たつの市介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 3ページのとおり

令和７年度たつの市下水道事業会計補正予算（第１号） 3ページのとおり

委員会提出
養殖マガキの大量へい死に伴う緊急支援に関する意見書の提出について 4ページのとおり

ＪＲローカル線の維持に向けた国の積極的関与と支援措置を求める意見書
の提出について 4ページのとおり

●令和７年第７回定例会　全会一致で可決等した議案

　
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
て
、
本

市
に
設
置
さ
れ
て
い
る
人
権
擁
護
委

員
の
う
ち
、２
名
の
任
期
が
３
月
31
日

を
も
っ
て
満
了
と
な
る
た
め
、
左
記
の

２
名
の
委
員
の
推
薦
に
同
意
し
ま
し

た
。

【
再
任
】

田
中  

一
典  

氏
（
新
宮
町
香
山
）

【
再
任
】

嶋
津  
周
平  

氏
（
新
宮
町
井
野
原
）

　
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
機
器
設
置
に
伴
い
実

施
し
た
、
照
度
測
定
調
査
に
お
い
て

照
度
不
足
が
判
明
し
た
中
川
原
グ
ラ

ウ
ン
ド
照
明
設
備
に
つ
い
て
、
よ
り

照
度
の
高
い
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
機
器
へ
仕

様
変
更
し
ま
す
。

　
ま
た
、
ア
ク
ア
ホ
ー
ル
等
の
外
部

照
明
に
つ
い
て
、
漏
電
事
故
を
防
止

す
る
た
め
防
水
仕
様
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明

機
器
へ
仕
様
を
変
更
し
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
候
補
者

の
推
薦
に
同
意

財
産
の
取
得
の
変
更

新
宮
地
域
小
中
一
貫
校
建
設
工
事

　

新
宮
地
域
の
す
べ
て
の
小
学
校
と
、

老
朽
化
の
著
し
い
新
宮
中
学
校
を
合
わ

せ
た
、
施
設
一
体
型
の
小
中
一
貫
校
を

整
備
し
ま
す
。

【
契
約
の
相
手
方
】

　
戸
田
・
進
藤
特
別
共
同
企
業
体

【
契
約
金
額
】

　

１
２
７
億
６
，
０
０
０
万
円

【
開
校
予
定
】

　
令
和
10
年
4
月 工

事
請
負
契
約

の
締
結

▲ 新宮小中一貫校完成予想図
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小
中
一
貫
校
周
辺
の
既
存
道

路
に
つ
い
て
、
安
全
性
は
ど
の
よ
う

に
認
識
し
て
い
る
か
。
特
に
真
横
を

通
る
市
道
「
新
宮
３
号
線
」
の
急

カ
ー
ブ
や
市
道
「
新
宮
小
学
校
線
」・

「
觜
崎
新
宮
線
」・「
新
宮
山
崎
線
」・

「
県
道
26
号
線
」
の
交
わ
る
５
叉
路

は
事
故
も
多
く
危
険
な
た
め
、
小
中

一
貫
校
の
開
校
に
併
せ
て
、
道
路
改

良
や
交
差
点
改
良
が
必
要
で
は
な

い
か
。

	

急
カ
ー
ブ
に
つ
い
て
は
、
兵

庫
県
公
安
委
員
会
と
協
議
を
行
っ

て
お
り
、
よ
り
安
全
性
の
高
い
道
路

と
な
る
よ
う
計
画
を
進
め
て
い
く
。

五
叉
路
に
つ
い
て
は
、
宮
内
バ
イ
パ

ス
第
一
工
区
の
完
成
に
よ
り
交
通

量
の
増
大
が
予
測
さ
れ
る
た
め
、
兵

庫
県
と
本
市
で
交
差
点
の
改
良
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。
	

播
磨
新
宮
駅
か
ら
宍
粟
総
合

病
院
、
山
﨑
高
校
方
面
へ
、
市
の
境

界
を
越
え
て
コ
ミ
ニ
ュ
テ
ィ
バ
ス

等
を
運
行
さ
せ
る
考
え
は
な
い
か
。

	

新
宍
粟
総
合
病
院
の
開
院
な

ど
の
将
来
的
な
需
要
の
変
化
や
宍

粟
市
と
の
運
営
協
議
を
踏
ま
え
た

上
で
、
既
存
路
線
バ
ス
の
運
行
状
況

等
を
注
視
し
つ
つ
検
討
し
て
い
く
。

AKIHIRO KUSUNOKI

楠　 明廣 議員

MINA  WADA

和田 美奈 議員

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し
た
英
語

教
育	

子
ど
も
達
の
英
語
力
向
上
を

考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
近
く
の
英
語

圏
の
ア
ジ
ア
の
国
へ
修
学
旅
行
に
行

く
こ
と
等
で
外
国
語
の
必
要
性
を

知
り
、
子
ど
も
達
の
視
野
を
広
げ
る

き
っ
か
け
に
も
な
る
。
そ
の
後
に
、オ

ン
ラ
イ
ン
英
会
話
等
の
授
業
を
受
け

れ
ば
、
効
果
の
高
い
取
組
に
な
る
と

思
う
が
如
何
か
。

	

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し
た
英
語

教
育
の
推
進
に
向
け
、
海
外
へ
の
修
学

旅
行
に
つ
い
て
調
査
研
究
し
て
い
く
。

結
婚
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
市
民
へ

の
対
策

	

結
婚
を
望
む
方
の
中
に
は
、経
済

面
な
ど
様
々
な
不
安
を
抱
え
て
い
る

方
も
お
ら
れ
る
た
め
、
不
安
を
解
消
す

る
取
組
も
必
要
と
考
え
る
が
如
何
か
。

	
「
若
者
・
子
育
て
応
援
パ
ッ
ク
」

を
展
開
し
、
経
済
的
支
援
事
業
の
実

施
に
よ
り
不
安
を
取
り
除
い
て
い
く
。

ま
た
、
引
き
続
き
結
婚
応
援
セ
ミ
ナ
ー

や
結
婚
相
談
等
の
開
催
、
婚
活
に
関
す

る
情
報
発
信
等
に
努
め
、
結
婚
へ
の
不

安
を
取
り
除
け
る
効
果
的
な
事
業
の

実
施
に
向
け
研
究
し
て
い
く
。

新
宮
地
域
の
地
域
活
性
化
対
策

	

新
宮
地
域
は
、今
な
お
過
疎
化
が

進
行
し
て
い
る
が
、
地
域
活
性
化
の
た

め
に
、
ど
の
よ
う
な
施
策
を
考
え
て
い

る
の
か
。

	

「
た
つ
の
市
過
疎
地
域
持
続
的
発

展
計
画
」
に
沿
っ
て
地
域
活
力
の
向

上
に
向
け
た
様
々
な
施
策
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
産
業
・
経
済
の
活
性
化

を
後
押
し
し
て
き
た
。
ま
た
、
国
・
県

と
も
連
携
し
、
新
宮
地
域
の
暮
ら
し
を

支
え
、
地
域
活
性
化
に
資
す
る
施
策
を

引
き
続
き
推
進
し
て
い
く
。

	

揖
龍
南
北
幹
線
道
路
の
吉
島
ま

で
の
開
通
に
よ
り
、
県
道
が
国
道
179
号

レ
ベ
ル
に
繰
り
上
げ
と
な
り
、
飲
食
店

等
の
民
間
の
店
舗
が
で
き
や
す
く
な

る
こ
と
か
ら
、
地
域
活
性
化
に
繋
が
る

も
の
と
考
え
る
が
、
開
通
は
い
つ
に
な

る
の
か
。

	

兵
庫
県
は
、現
時
点
で
開
通
時
期

を
示
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
市
と
協

力
し
事
業
を
推
進
し
て
い
く
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。

　
　
　

 

芝
田
か
ら
下
野
田
の
間
に
、

過
疎
債
を
活
用
し
た
多
目
的
に
利
用

で
き
る
大
型
体
育
館
を
建
設
し
、
地
域

活
性
化
に
繋
げ
て
い
た
だ
き
た
い
。

Q&A 新宮地域の地域活性化対策について

若
者
・
子
育
て
世
帯
・
高
齢
者
に

と
っ
て
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

	

子
育
て
世
帯
の
ニ
ー
ズ
が
多

い
「
全
天
候
型
の
遊
び
場
」
の
整
備
。

夏
場
の
異
常
な
暑
さ
対
策
の
み
な

ら
ず
、
子
供
の
居
場
所
づ
く
り
と
し

て
も
活
用
さ
れ
て
お
り
、
子
育
て
世

帯
の
定
住
促
進
に
大
き
く
寄
与
す

る
も
の
と
考
え
る
。
以
前
も
質
問

を
し
た
が
、
そ
の
後
、
検
討
は
さ
れ

て
い
な
い
か
。

	

中
央
児
童
館
な
ど
の
再
編
に

合
わ
せ
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽

し
め
る
全
天
候
型
キ
ッ
ズ
パ
ー
ク

の
整
備
を
検
討
し
て
い
く
。

播
磨
新
宮
駅
・
は
り
ま
新
宮
小
中

一
貫
校
を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く
り

	

市
道
「
新
宮
下
野
線
」
拡
幅

計
画
の
進
捗
状
況
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

	

令
和
６
年
度
に
現
地
測
量
が

完
了
。
仮
設
校
舎
の
跡
地
に
建
設

予
定
の
「
新
宮
こ
ど
も
園
」
移
設

計
画
に
併
せ
て
、
道
路
計
画
を
検
討

し
て
い
く
。

Q
RQ&A 「全天候型遊び場」を整備し、子育て世帯に魅力的なたつの市へ！

そ
の
他
の
質
問
事
項

●
５
万
人
に
減
少
し
た
場
合
の
市
の
影
響

●
国
179
号
佐
野
橋
付
近
の
安
全
対
策

●
県
道
44
号
相
生
宍
粟
線
の
早
期
開
通

そ
の
他
の
質
問
事
項

●
寄
附
金
の
活
用
に
つ
い
て

意
見

06102



	

官
民
連
携
体
制
を
構
築
し
、

西
播
磨
全
体
で
取
り
組
ん
で
は
ど

う
か
。

	

西
播
磨
地
域
全
体
で
取
組
む

こ
と
が
有
効
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

近
隣
自
治
体
と
の
調
整
に
時
間
が

掛
か
る
可
能
性
も
あ
り
、
調
査
研
究

し
て
い
く
。
教
育
旅
行
の
誘
致
は

持
続
可
能
な
観
光
地
づ
く
り
に
不

可
欠
な
も
の
で
あ
り
、
観
光
戦
略
の

推
進
と
受
け
入
れ
環
境
の
充
実
を

図
っ
て
い
く
。

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
導
入
に
つ
い
て

	
導
入
に
お
い
て
、
メ
リ
ッ
ト
・

デ
メ
リ
ッ
ト
は
ど
の
よ
う
に
分
析

さ
れ
て
い
る
か
。

	

メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
管

理
・
運
営
に
係
る
財
源
確
保
、
官
民

連
携
に
よ
る
施
設
利
用
の
活
性
化

等
が
期
待
で
き
る
。
一
方
、
デ
メ

リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
昔
か
ら
慣
れ

親
し
ん
だ
愛
着
や
馴
染
み
の
あ
る

名
称
の
変
更
で
、
地
域
住
民
か
ら

の
反
発
や
利
用
者
の
混
乱
、
ま
た
、

パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
の
事
故
、
不
祥
事

に
よ
る
イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
等
と
考

え
て
い
る
。

　

奇
し
く
も
、本
市
で
は
、御
津
地
域

に
お
い
て
市
内
初
と
な
る
人
工
芝

多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
来
年
度
完

成
予
定
の
為
、
こ
の
機
に
合
わ
せ
導

入
を
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

KOICHI  MIKI

三木 浩一 議員

YUKI  KIMINAMI

木南 裕樹 議員

支
え
あ
う
地
域
づ
く
り
に
む
け
て

	

「
食
」
に
関
す
る
福
祉
サ
ー
ビ

ス
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。「
宅
配
弁

当
サ
ー
ビ
ス
」「
子
ど
も
食
堂
」「
ふ

れ
あ
い
キ
ッ
チ
ン
」
な
ど
形
態
が

い
ろ
い
ろ
あ
る
。
個
々
の
団
体
が

独
自
に
実
施
し
て
い
る
が
、
安
定
し

た
運
営
等
を
す
る
た
め
に
は
そ
れ

ら
を
総
合
的
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

す
る
仕
組
み
を
作
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

	

こ
ど
も
食
堂
は
、
地
域
住
民

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
１
回
あ
た
り

５
千
円
で
年
間
６
万
円
を
上
限
と

す
る
補
助
金
を
活
用
し
運
営
さ
れ

て
お
り
、
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た

交
流
の
場
と
な
っ
て
い
る
。

　

自
立
支
援
配
食
サ
ー
ビ
ス
は
市

の
委
託
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い

る
。
す
べ
て
の
団
体
を
一
括
し
た

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
は
メ
リ
ッ
ト
も

あ
る
が
個
々
の
独
自
性
を
大
事
に

し
て
い
き
た
い
。

国
の
重
点
支
援
交
付
金
に
つ
い
て

	

よ
り
早
く
効
果
的
な
支
援
金

の
使
い
方
が
も
と
め
ら
れ
て
い
る
。

ど
の
よ
う
な
計
画
を
考
え
て
い
る

の
か
。

	

食
料
品
の
物
価
高
騰
に
対
す

る
支
援
と
い
う
趣
旨
を
鑑
み
、
市
民

の
皆
様
に
早
期
に
広
く
公
平
な
支

援
が
で
き
る
よ
う
に
、
事
業
の
内

容
・
手
法
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど

制
度
設
計
と
交
付
事
務
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

改
正
民
法
の「
共
同
親
権
」に
つ
い
て

	

来
年
４
月
に
民
法
が
改
正
さ

れ
「
共
同
親
権
」
が
可
能
に
な
る
。

そ
の
課
題
と
対
策
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
対
応
す
る
つ
も
り
な
の
か
。

	

こ
の
改
正
は
、
子
ど
も
の
利

益
を
確
保
す
る
た
め
見
直
さ
れ
た

も
の
で
、
合
理
的
理
由
の
な
い
親
子

断
絶
の
解
消
と
男
女
平
等
な
子
育

て
負
担
の
分
担
が
図
ら
れ
る
こ
と

に
な
る
。
Ｄ
Ｖ
や
虐
待
の
お
そ
れ

が
あ
る
場
合
は
単
独
親
権
と
な
る
。

制
度
の
内
容
と
趣
旨
に
つ
い
て
関

係
部
署
を
対
象
に
研
修
を
実
施
、
適

切
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

学
校
現
場
で
は
、
親
権
者
同
士
の
意

見
の
食
い
違
い
が
あ
る
場
合
の
対

応
な
ど
も
想
定
で
き
る
が
、
適
切
に

対
応
し
て
い
き
た
い
。

Q&A 来年度予算と人にやさしいまちづくりについて

自
然
学
校
・
修
学
旅
行
な
ど
の
教
育

旅
行
の
誘
致
に
つ
い
て

	

本
市
と
し
て
教
育
旅
行
の
誘
致

に
向
け
た
戦
略
的
な
取
り
組
み
を

行
う
考
え
は
な
い
か
。
本
市
の
教

育
的
魅
力
を
積
極
的
に
発
信
し
て

い
く
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

	

教
育
旅
行
の
誘
致
の
取
組
み

は
、
幅
広
い
業
種
に
直
接
的
な
消
費

が
生
ま
れ
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に

つ
な
が
る
と
と
も
に
、
将
来
の
リ

ピ
ー
タ
ー
獲
得
や
口
コ
ミ
に
よ
る

イ
メ
ー
ジ
向
上
に
も
期
待
で
き
る
。

一
方
で
団
体
特
有
の
高
度
な
安
全

配
慮
や
緊
急
対
応
等
が
求
め
ら
れ

受
け
入
れ
に
は
行
政
・
事
業
者
双
方

に
大
き
な
コ
ス
ト
や
労
力
が
発
生

す
る
。

　

本
市
の
有
す
る
教
育
的
資
源
を

整
理
し
、
効
果
的
に
発
信
す
る
た
め

の
専
用
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
等
を
整

備
す
る
こ
と
も
必
要
と
認
識
し
て

お
り
、
今
後
は
、
先
進
地
の
事
例
を

参
考
に
調
査
研
究
し
て
い
く
。

Q&A 教育旅行の誘致による地域活性化について/ネーミングライツの導入について

そ
の
他
の
質
問
事
項

●
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

07 102



か
け
支
援
事
業
」
等
が
あ
る
が
、

利
用
状
況
は
ど
う
か
。

	

高
齢
者
の
外
出
支
援
を
目
的

と
し
て
、
交
通
手
段
を
持
た
な
い

高
齢
者
世
帯
等
を
対
象
に
、
申
請

に
よ
り
、
タ
ク
シ
ー
利
用
券
等
を

配
布
し
て
い
る
。
あ
る
程
度
の

利
用
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

が
、
利
用
の
促
進
に
も
努
め
て
い

き
た
い
。

	

コ
ミ
バ
ス
、
乗
り
合
い
タ
ク

シ
ー
の
運
行
も
、
利
用
者
に
喜
ば

れ
て
い
る
が
課
題
も
あ
る
。
そ
の

課
題
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
対

策
を
考
え
て
い
る
か
。

	
コ
ミ
バ
ス
は
、
通
院
・
通
学

等
、
市
民
の
日
常
生
活
を
支
え
る

移
動
手
段
と
し
て
利
用
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
。
時
間
帯
及
び
運
行

区
間
に
よ
っ
て
は
混
雑
す
る
と
こ

ろ
も
あ
り
バ
ス
の
大
型
化
や
ダ
イ

ヤ
改
正
に
取
り
組
ん

だ
。
乗
り
合
い
タ
ク

シ
ー
で
は
、
運
行
区

域
の
拡
大
を
望
む
声

も
あ
り
、
分
析
調
査

を
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

KANAME  KASHIHARA

柏原　要 議員

YUZURU  HORI

堀　 讓 議員

病
児
・
病
後
児
保
育

	

本
市
に
お
け
る
病
児
・
病
後

児
保
育
の
需
要
は
現
状
ど
の
程
度

あ
る
の
か
。
ま
た
、近
隣
市
町
と
比

較
し
て
、多
い
の
か
、少
な
い
の
か
。

	

令
和
７
年
３
月
に
策
定
し
た

「
た
つ
の
市
こ
ど
も
・
若
者
計
画
」

の
就
学
前
児
童
の
保
護
者
ア
ン
ケ
ー

ト
に
お
い
て
、「
病
児
保
育
を
利
用

し
た
い
」
が
10
．
６
％
、「
病
後
児

保
育
を
利
用
し
た
い
」
が
３
．
２
％

の
回
答
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
病
児

保
育
と
病
後
児
保
育
を
実
施
し
て

い
る
市
町
が
あ
る
の
で
単
純
に
比

較
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
近

隣
市
町
の
中
で
は
多
い
方
と
な
っ

て
い
る
。

	

現
在
の
本
市
に
お
け
る
病
後

児
保
育
１
箇
所
と
い
う
体
制
は
、

人
口
規
模
に
対
し
て
十
分
な
の
か
。

	
本
市
で
は
、
病
後
児
保
育
を

平
成
26
年
度
か
ら
導
入
し
て
以

来
、
利
用
園
児
数
は
年
々
増
加
傾

向
で
あ
る
が
、
定
員
を
超
え
る
申

し
込
み
は
年
間
に
数
件
で
、
そ
の

際
に
は
播
磨
科
学
公
園
都
市
圏
域

定
住
自
立
圏
に
あ
る
実
施
施
設
を

紹
介
す
る
よ
う
に
し
て
お
り
、
現
在

の
体
制
で
不
足
し
て
い
な
い
と
認

識
し
て
い
る
。

二
地
域
居
住

	

二
地
域
居
住
の
政
策
的
位
置

付
け
、
魅
力
の
整
理
と
発
信
、「
泊

ま
る
・
借
り
る
・
通
う
」
た
め
の

受
け
皿
づ
く
り
、地
域
と
の
関
わ
り

づ
く
り
、都
市
部
の
企
業
・
大
学
等

と
の
連
携
強
化
、デ
ー
タ
の
把
握
に

つ
い
て
市
の
考
え
は
。

	

空
き
家
バ
ン
ク
利
用
登
録
者

の
約
２
割
の
方
が
二
地
域
居
住
を

目
的
と
し
て
い
る
。
国
に
お
い
て

は
、
地
方
へ
の
人
の
流
れ
の
創
出
・

拡
大
を
図
る
二
地
域
居
住
を
後
押

し
す
る
法
整
備
を
令
和
６
年
５
月

に
行
っ
た
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

移
住
希
望
者
向
け
Ｗ
ｅ
ｂ
マ
ガ
ジ

ン
、
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
イ
ト
、
東
京
・

大
阪
で
開
催
さ
れ
る
移
住
相
談
会

へ
の
出
展
な
ど
様
々
な
媒
体
を
通

じ
て
Ｐ
Ｒ
を
引
き
続
き
実
施
し
て

い
く
。
今
後
も
ニ
ー
ズ
や
民
間
事

業
者
の
動
向
に
着
目
し
な
が
ら
関

係
部
署
と
調
査
研
究
し
て
い
く
。

二
地
域
居
住
や
関
係
人
口
の
増
加

促
進
は
、本
市
へ
の
移
住
・
定
住
を

推
進
す
る
た
め
に
必
要
な
取
り
組

み
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、今
後

十
分
検
討
し
示
し
て
い
く
。

Q&A 病児・病後児保育 について ／ 二地域居住を誘引する施策 について

重
点
支
援
地
方
交
付
金
の
活
用

	

物
価
高
騰
に
対
し
て
、
生
活

者
・
事
業
者
へ
の
き
め
細
や
か
な

支
援
を
行
う
た
め
「
重
点
支
援
地

方
交
付
金
」
が
あ
る
。
市
か
ら
は
、

そ
れ
を
活
用
し
て
支
援
を
進
め
て

い
く
と
説
明
が
あ
っ
た
が
、
そ
の

内
容
と
経
過
状
況
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

	

重
点
支
援
地
方
交
付
金
を

財
源
と
し
て
、
市
民
一
人
当
た
り

５
千
円
の
商
品
券
を
２
千
円
で
販

売
し
て
い
る
。
現
在
６
万
３
千
冊

が
販
売
さ
れ
、
令
和
８
年
２
月
28
日

ま
で
を
期
限
と
し
て
、
利
用
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
。
そ
の
後
の
追

加
交
付
分
は
、
早
期
に
事
業
実
施

で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。

外
出
支
援
に
つ
い
て

	

高
齢
者
に
よ
る
交
通
事
故
が

絶
え
な
い
。
市
は
、高
齢
者
の
外
出

支
援
策
と
し
て
、様
々
な
事
業
を
展

開
し
て
い
る
。「
高
齢
者
タ
ク
シ
ー

事
業
」「
高
齢
者
運
転
免
許
証
自
主

返
納
促
進
事
業
」「
高
齢
者
お
で

Q&A 物価高騰対策と外出支援について

そ
の
他
の
質
問
事
項

●
障
害
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
事
業

●
買
い
物
弱
者
に
つ
い
て
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10
月
23
日（
木
）	

子
育
て
支
援
・
少
子
化
問
題
調
査
特
別
委
員
会

11
月
6
日（
木
）	

議
会
運
営
委
員
会

	
	

全
員
協
議
会

	

13
日（
木
）	

第
６
回
臨
時
会

	

14
日（
金
）・
15
日（
土
）

	
	

安
芸
市
議
会
姉
妹
都
市
交
流
会

	

18
日（
火
）	

観
光
戦
略
・
地
域
産
業
調
査
特
別
委
員
会（
事
務
調
査
）

	

20
日（
木
）・
21
日（
金
）

	
	

子
育
て
支
援
・
少
子
化
問
題
調
査
特
別
委
員
会
管
外
行
政
視
察

	

26
日（
水
）	

福
祉
文
教
常
任
委
員
会
管
内
行
政
視
察

	

28
日（
金
）	

議
会
運
営
委
員
会

	
	

全
員
協
議
会

	
	

経
済
建
設
常
任
委
員
会

12
月
4
日（
木
）	

第
７
回
定
例
会（
第
１
日
）

	
	

予
算
決
算
特
別
委
員
会
全
体
会

	

9
日（
火
）	

総
務
生
活
常
任
委
員
会
・
分
科
会

	

10
日（
水
）	

福
祉
文
教
常
任
委
員
会
・
分
科
会

	

11
日（
木
）	

経
済
建
設
常
任
委
員
会
・
分
科
会

	

16
日（
火
）	

議
会
運
営
委
員
会

	

18
日（
木
）	

第
７
回
定
例
会（
第
２
日
）

	

19
日（
金
）	

第
７
回
定
例
会（
第
３
日
）

	

22
日（
月
）	

予
算
決
算
特
別
委
員
会
全
体
会

	
	

市
議
会
議
員
研
修
会

	
	

議
会
運
営
委
員
会

	

24
日（
水
）	

第
７
回
定
例
会（
第
４
日
）

1
月
6
日（
火
）	

議
会
広
報
委
員
会

	
20
日（
火
）・
21
日（
水
）

	
	

観
光
戦
略
・
地
域
産
業
調
査
特
別
委
員
会
管
外
行
政
視
察

	

23
日（
金
）	
総
務
生
活
常
任
委
員
会（
所
管
事
務
調
査
）

  主な議会の動き  

得
て
い
る
。
加
え
て
30
歳
未
満
の

若
者
を
対
象
と
し
た
定
住
促
進
奨

学
金
返
還
支
援
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
市
内

商
工
団
体
か
ら
も
大
変
有
効
で
あ

る
と
の
評
価
を
得
て
い
る
。

　
国
の
政
策
と
し
て
進
め
ら
れ
て

い
る
「
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
」
へ
の

移
行
に
つ
い
て
、
学
習
面
、
健
康
面
、

経
済
面
な
ど
、
直
接
子
ど
も
達
へ
の

影
響
や
問
題
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
。
　

　
本
市
教
育
委
員
会
と
し
て
の
対

応
を
問
う

	
現
在
、
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
を
活

用
し
た
授
業
の
取
り
組
み
は
あ
る
か
。

	
学
習
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
を

令
和
３
年
度
か
ら
導
入
し
て
お
り
、

本
年
度
は
、
英
語
を
全
小
中
学
校
、

数
学
を
中
学
校
２
校
、
算
数
を
小
学

校
13
校
で
活
用
し
て
い
る
。
	

長
時
間
の
画
面
注
視
に
よ
る
、

健
康
・
発
達
へ
の
影
響
に
つ
い
て

の
対
策
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

	

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
使
用
に
つ
い

て
は
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
作
成
し
、

心
身
へ
の
影
響
が
生
じ
な
い
よ
う
、

日
常
観
察
や
学
校
検
診
等
を
通
し

て
、
学
校
医
と
も
連
携
の
う
え
児
童

生
徒
の
状
況
確
認
を
し
て
い
る
。

KAZUO  AKAGI

赤木 和雄 議員

　
人
口
減
少
は
全
国
的
な
問
題
で

あ
り
、本
市
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
。

「
た
つ
の
市
が
た
つ
の
市
ら
し
く
あ

り
続
け
る
」
そ
の
為
に
は
、
こ
れ
か

ら
の
10
年
間
に
お
け
る
政
策
実
現

へ
の
取
り
組
み
が
極
め
て
重
要
で
あ

る
と
の
考
え
か
ら
以
下
を
問
う

	

「
一
旦
市
外
へ
出
た
人
が
再
び

本
市
に
戻
っ
て
く
る
こ
と
が
で
き

る
取
り
組
み
」「
新
た
な
雇
用
の
創

出
」「
人
々
が
集
う
活
気
あ
る
ま
ち

づ
く
り
」
等
の
実
施
に
よ
り
人
口

流
出
を
抑
制
す
る
と
あ
る
が
、
そ
の

取
り
組
み
と
進
捗
状
況
に
つ
い
て

問
う
。

	

「
企
業
誘
致
」
と
「
企
業
留
置
」

を
目
的
と
し
た
、
企
業
立
地
奨
励
事

業
の
雇
用
奨
励
金
や
、
創
業
支
援

事
業
の
新
規
雇
用
補
助
金
の
実
施
。

更
に
は
、
市
内
企
業
を
紹
介
す
る
就

職
サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ
ク
を
高
校
２
年

生
、
二
十
歳
の
集
い
に
て
配
布
。
大

学
生
、
院
生
、
専
門
学
校
生
を
対
象

と
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
合
同
就
職
説

明
会
を
開
催
し
、
多
く
の
参
加
者
を

Q&A 第2期「たつの市まち未来創生戦略」の人口ビジョンについて問う

そ
の
他
の
質
問
事
項

●
「
地
産
地
消
」
と
「
儲
か
る
農
業
」

へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
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議 活 報会 動 告

11
� 26

11
� 18

10
22

11
3

11
14、15

10
� 21

福祉文教常任委員会が管内行政
視察を実施

観光戦略・地域産業調査特別委
員会が事務調査を実施

総務生活常任委員会が所管事務
調査を実施

第18回たつの市民まつりに参加

高知県安芸市議会との姉妹都市交流会を実施

福祉文教常任委員会が所管事務
調査を実施

　児童養護施設の現状と取組を学ぶため、アメニティ
ホーム光都学園を訪問し視察しました。

　西播磨ツーリズム振興協議会の取組について調査を実施
し、兵庫県西播磨県民局県民躍動室から説明を受けました。

　障害者福祉計画について調査を実施し、地域福祉課
から説明を受けました。

　マイナンバーカードをめぐる現状と課題、今後の対
応について調査を実施し、市民生活部から説明を受け
ました。

　小学校区ごとのハザードマップの展示のほか、（一社）兵庫県治山林道協会にご協力いただき、３Ｄ立体映像装置
「びっくりくん」で土石流の再現映像の上映を行い、防災意識の向上を図りました。

　安芸市とは、童謡を通じたまちづくりの縁により、合併前の平成元年から姉妹都市の交流を行い、２年に1度、交
互に訪問をしています。本年は、安芸市議会の訪問を受け、市内の施設やイベントの見学等を行いました。

賀茂神社見学の様子 第32回たつの市皮革まつり見学の様子

ハザードマップ展示の様子 ３Ｄ立体映像装置「びっくりくん」３Ｄ立体映像装置「びっくりくん」に並ぶ様子
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議 活 報会 動 告

委員会では、所管する事項について先進地の優れた施策を直接視察・調査すること
を通して、議会活動の一層の充実とまちづくりに役立てています。管外行政視察

総務生活常任委員会

１０月６日（月）〜8日（水）
【視察先・視察内容】
静岡県掛川市
移住施策と子育て環境整備について
千葉県香取市
重要伝統的建造物群保存地区の景
観形成・町づくりの取組について
（公社）ふるさと回帰・移住交流推進
機構（東京都千代田区）
ふるさと回帰支援センターでの取組
について

１０月７日（火）〜9日（木）
【視察先・視察内容】
滋賀県長浜市
長浜曳山祭りの文化継承について
福井県鯖江市
部活動の地域移行について
福井県あわら市
学力向上の取り組みについて

福祉文教常任委員会

１０月１5日（水）〜１7日（金）
【視察先・視察内容】
富山県射水市
公共施設包括管理業務委託について
石川県穴水町
能登半島地震に対する対応及びその
後の検証による課題と対策について
石川県加賀市
加賀市ライドシェアの運行について

経済建設常任委員会

11月20日（木）、21日（金）
【視察先・視察内容】
福岡県みやま市
新婚世帯・子育て世帯家賃補助制
度について
福岡県福岡市
アイランドシティのまちづくりにつ
いて

子育て支援・少子化問題
調査特別委員会

▲千葉県香取市での視察の様子 ▲�(公社)ふるさと回帰・移住交流推進機構
での視察の様子

▲石川県穴水町での視察の様子

▲福岡県福岡市での視察の様子

▲富山県射水市での視察の様子

▲福岡県みやま市での視察の様子

▲福井県鯖江市での視察の様子▲滋賀県長浜市での視察の様子
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月定例会のお知らせ（予定）3
定例会の開催日程及び内容は次のとおりです。

詳しくは議会事務局までお問合わせください。

2/22 23 24 25 26 27 28

3/1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

本会議第1日

本会議第2日

総務生活
常任委員会
・分科会

福祉文教
常任委員会
・分科会

経済建設
常任委員会
・分科会

全体会

全体会

（代表質問・
一般質問）

本会議第3日
（一般質問）

本会議第4日

本会議第5日

撮影者 松
ま つ

山
や ま

 唯
ゆ い

夢
み

さん　兵庫県立龍野北高等学校 写真部　１年生

デ
ス
ク
メ
モ

委
員
長　

山
本 

俊
一
郎

副
委
員
長　

和
田 　

美
奈

委　
　

員　

宗
實 　

雅
典

委　
　

員　

柴
田 　

将
之

委　
　

員　

松
本 　

良
三

　

令
和
8
年
が
幕
を
開
け
ま
し
た
。
改
め

ま
し
て
、
令
和
７
年
は
皆
様
に
と
っ
て
ど

の
よ
う
な
年
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
異
常

な
夏
の
暑
さ
、
各
地
で
の
ク
マ
被
害
、
令

和
の
米
騒
動
、
円
安
と
物
価
高
の
加
速
、

日
本
初
の
女
性
総
理
の
誕
生
な
ど
様
々
な

こ
と
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
が
、
本
市

に
お
い
て
は
、
市
制
施
行
20
年
と
い
う
節

目
の
年
で
あ
っ
た
た
め
、
様
々
な
記
念
行

事
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
市
民
の
皆
様
と

共
に
お
祝
い
で
き
た
こ
と
が
、
と
て
も
想

い
出
深
い
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
議
会
だ
よ
り
」
も
昨
年
か
ら
、
龍
野
北

高
校
の
写
真
部
の
皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ

き
、
毎
回
、
若
い
世
代
の
感
性
あ
ふ
れ
る

目
で
見
た
「
た
つ
の
市
の
魅
力
」
を
再
発

見
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
号
の
表
紙

写
真
も
斬
新
な
視
点
で
城
下
町
周
辺
の
風

景
を
切
り
と
っ
た
構
図
で
、
古
い
け
れ
ど

新
し
い
、
新
し
い
け
れ
ど
古
い
景
観
と
な
っ

て
い
て
、と
て
も
素
敵
な
作
品
で
す
。
ぜ
ひ
、

み
な
さ
ん
も
こ
の
撮
影
場
所
を
探
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

　

本
年
は
「
丙
午
（
ひ
の
え
う
ま
）」
の
年

に
あ
た
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち
溢
れ
「
勢

い
が
あ
る
良
い
年
」
と
さ
れ
て
い
る
よ
う

で
す
。
大
き
な
飛
躍
の
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
る
た
め
、
新
し
い
こ
と

や
諦
め
か
け
て
い
た
こ
と
に
再
挑
戦
す
る

の
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
末
広
が

り
の
令
和
８
年
、
市
民
の
皆
様
お
一
人
お

一
人
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い
一
年
と
な
る
こ

と
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

インターネット・スマートフォンで録画映像を見よう!!

壁の目線 撮影場所  龍野城

議会広報委員会

スマートフォンはこちらから →

市議会では、市民の皆さまに議会を身近に感じていただくために、
本会議の録画映像をインターネットで配信しています。

議会だよりからQRコードで閲覧できます。

■令和8年1月25日発行
■発行  たつの市議会　  ■編集  議会広報委員会　  〒679-4192 兵庫県たつの市龍野町富永1005 -1  TEL 0791（64）3177

今号の表紙

表紙写真について

　議会広報委員会では、見やすくわかり
やすい紙面づくりに取組んでいます。
　市民の皆さまにご意見をお聞かせいた
だき、今後の議会だよりの編集に反映し
たいと考えています。
　ご意見は議会事務局までお寄せくだ
さい。

あなたのご意見をお聞かせください!!

　100号（令和7年7月25日発行）から、
103号（令和8年4月25日発行）までの
定例会号表紙写真を龍野北高校写真部
に依頼させていただきました。
　高校生ならでは
の感性が光る写真
を、お楽しみに！

　龍野城の狭
さ ま

間から見える龍野の街並みを撮影しました。丸い狭間の形を活かし、市のシンボ
ルである醬油工場の煙突が画面に入るように構図を考えました。
　この景観は約 500年前に始まった醬油づくりとお城の建立という歴史が生み出したもの
で、おそらく当時の人々も見ていたことでしょう。撮影場所を探してみませんか。
　撮影時間がお昼前だったので、逆光の影響が大きく設定が難しかったですが、新たな龍野の
風景に出会うことができました。

※表紙は紙面の都合上、トリミングしています。
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